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「屋台と健康（4）」

藍富里郁　　　辛／み
屋台に対する一般のイメージとは異なり久留米の

屋台はかなり前から上下水道完備。食器は浸け置

き洗いではなく流水でジャブジャブが普通。電気は

昔から自家発電機ではなく九州電力を使用してい

るので、今は当たり前のように冷蔵庫があり、照明は

明るいし、テレビ扇風機、冷蔵ネタケース、生ビール

サーバーのある屋台も。屋台に入るときに上着を脱

ぐ習慣はないので、冬場は風が吹き込まないように

張り巡らされている屋台では厨房の熟とストーブや

コクツ（！）で寒さを感じることはほとんどないでしょう。

今、久留米の屋台で提供されているメニューは、

おでん、チャンボン、ラーメン、ギョウザ、やきめし、やぎ

そぼやきとりなど、からだが温まるものばかり。寒い

日に熱糊や焼酎の湯割りで温まった後に屋台から
一歩出ると冬の街の冷たい空気。街灯よりも明るい

真上から照らす月あかり。外で食べているという爽

快感で元気がみなぎってくるのです。
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